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▼

‐■ 安全にお使いいただくために
セコニック製品のお買上げありがとうございます。

次のことは必ずお守りください。

マルチマスター L-408の主な特長
● 目に障害を及ぼす恐れがありますので、ビユーファインダーを通して
太陽を直接覗かないでください。

1.パララックスの無いビユーファインダーを内蔵(受光角5度)
●シンクロコードをご使用の時は、14頁の園L副 を必ずお守りくださ         ●光分離型フアインダーを採用したことによリパララックスがなくなりま
いo                                          した。

●ピューフアインターを内蔵したことにより着脱の煩わしさを解消しまし

た。

2.光球と平板を兼用する新 しい機構
●光球を本体内部に移動することによつて平板機能を光球で兼用できま

す。
●アタッチメントの着脱の煩わしさを無くしスピーデイなライテイング

'員

」

定を可能にしました。

3.悪天候でも安心して使える防水構造
●写真用メーターでは初めての生活防水構造を開発、より広い範囲の撮影

環境に対応できます。

4.撮影意図に応じて絞り、シヤツター速度優先測定のいずれ

をも選択可能
●絞り優先

'貝

」定、シヤッター速度優先測定いずれも選択可能(定常光
'貝

J定時)

5.被写体のコン トラス ト測定などで便利なメモ リー機能
●液晶表示部のアナログスケール上に3点までメモリーが可能です。ライ

ティングコントラストの測定や被写体コントラストの
'貝

J定が容易にでき

ます。

6.フラッシユ光測定に便利な積算機能
●作画意図により絞り込みたい撮影で光量不足のためフラツシユを数回

発光する時や、露光を2回以上繰返して同一フイルム上に与える時に便

利です。

l    :l
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2.表示の説明
2中 1 液晶表示

①  測定モ…ド表示
□ 定常光測定モード

ロ  コードレス測定モード

田  コード接続測定モードが表示されます。

モードマークは田→口→田→目の順に変わります。

②  絞り値江VSl)ヽツテリーチエツク等の表示
「b.c」 電池容量 (ド ツトJ｀rtで表示) P7参照

口 絞り値 (数字とドツトJl'tで表示) P12参 照

口  絞り優先

日団 EV値

L揚軍 嘲 ②
Eo 測定範囲外オーバー

_`_反射光測定モードの時、点滅
P6参照

ドット部の説明
ドット部の表示は1段(1絞 り又は
l EVlを Oi段亥」みで9段階表示しま
す。

③

④

M画1精算回数表示

積算回数が0～9回まで表示されます。10回以上はE(エラー)が表示されま
す。     P15、  P18参照

麗エコ:SO表示

フィルム感度S03～ 80Mまで表示されます。  P8参照

⑤ Z指示補正表示
指示補正をしたときに表示されます。
P20参照

⑥  ロ シャッター連町 シネコマ数表示

⑥     
回  シヤツタ~速度 分単位

ロ  シャッター速度 秒単位

国  シヤツター速度シネコマ数の表示です
月J」 指示補正をする際に表示されます。

P20参照

アナログ表示

u )貝」定範囲外アンダー

ぢ )則定範囲外オーバー

・■・92壕Ω甚老七:1927鐸1贄僑護脂駆Iふデ高法
示されます。
P12参照

⑦

ヽ

Ｌ

、

]] ]」聖星撃

(図は全ての液品を点灯状態で示してあります。



2-2 受光方式表示窓
アイピースシヤッターを上下することにより入射光方式、反射光方式(ピユーファ
インダー5度)での受光方式を表示します。

受光方式表示窓 、＼

國
入射光式

2-3 ファインダー内表示
C)部を中心点とする受光角5度のサークル0の 内側を)貝」定します。

フアインダー内表示

3.モ… ド設定と各部操作
この露出計は、入射光

'員

J定と反射光測定が兼用でかつフラッシユ光(ス ト回ボ、バ
ル電力と定常光(太陽光、電灯光)が

'員

」定でき、それらはモード切替えによつて下図の
様に選択することができます。

〔受光方式][測光き口  [測 定光]      [モ ード/表示方式l

3-1 入射光式と反射光式(ビューフアイングー5度)の切り替え方
接眼部のアイピースシャッターを止まるまで閉じると入射光式となり、開けると反
射光式となります。

アイピース
シヤッター

開 じる 0 ∪ 開ける

0
アイビース/
シヤッター

注 意 ● アイビースシャッターがクリックする位置以外での
'員

J定は、液晶
表示が点滅し測定ボタンを押しても渦」定しません。

3-2 光球と平板機能の切り替え方

光球上下リングを左にまわし、指標位置Qで止めると光球は上がり入射光の露出
が汲」定ができます。

光球上下リングを右にまわし、指標位置杏 で止めると光球は下がり通常の平板と
同じ機能として使えます

(閉 じる)

囃

(開ける)

光球くコ



4.受光方式
4-1 入射光 式測 定
被写体位置で光球をカメラのレンズに向けて測定します。

光球を上げて
光球を上げると通常の入射光式として使用できま
す。
この方法は被写体を照明している光の明るさを測る
方法で被写体に対して平均的な露出を求める時に適
しています。
光球を下げて (平板機能)
光球を下げると平板として使用できます。
この方法は、照明コントラストや簡易的に照度を,月」定するときに用いま
す。

注 意 ● ドツト表示部の -1-マ ークが点滅していると、反射光式,貝り定と
なつておりますので、アイビースシャッターを閉して入射光式,貝」
定にしてください。

4-2 反射光式測定
ビユーフアインダーを内蔵しており、アイピースシャッターを止まるまで開ける
と5度のスポットメーターとして使用できます。撮影画面の特定部分に重点をお
いた撮影に適しています。
カメラ位置またはカメラ方向から被写体の演J定部分にファインダー内のサークル
を合わせて,貝J定 します。

注 意 ● 50cm以 内の近接での
'員

J定は誤差が大きくなりますので、おやめく
ださい

参 考 ●アイビースシャッターを開けると表示窓が∈コとなり、 ドット表
示部の一・―マークが点滅します。

5。 測定の準備

5-1 電池の入れ方とストラップの掛け方
単3形乾電池を用意します。
マンガン乾電池(R6P)、 アルカリ乾電池(LR6)、 リチウム乾電池(FR6)
どれも使用できます。二カド(Ntd)電池は使用できません

①電池ふたロックをはずし電池ふたを開けます。

②電池ケースの十一の表示に合わせ電池を一イ貝」から入れます。

③電池ふたの爪を本体の穴に合わせて、矢印のように上から押して、電池′3、た

ロックをかけます。
電池ふた

電池ふたロツク

ストラップの掛け方

電池ふたロックを外し電池ふたを開けます。

①電池ふたロツクを電池室側に倒します。
矢印①
②ストラップを上から通します。矢Fp ②
③ストラップの先の輪の中に、ストラップの

反対イ貝」を通してください。

注 意 ●電池交換前の設定値を保持したい場合は電源ボタンをOFFし てから

電池を交換してください。

●液晶表示部に異常な表示または、操作ボタンを押しても動作しな
いときなどは、電池を一度とりだし10秒以上経過してから入れ直
してください。

●浸水、腐食、故障の原因になりますので、電池ふたのゴムパッキ
ンにゴミや砂が付着したまま使用しないでください。

外
△
Ｊ
瀞

脩
外
△
Ｊ

5-2電池のチ エック
電源ボタンをONすると液晶表示板に「b cJ

ドット,1′|で電池の容量が1秒間表示され

後)員」定モードに切り替わります。
島.[Jヽ rt

と

その

′

Sゝ
＼



参 考 ● ノヽッテリーチエック表示は、電源ボタンを押しているあいたは表
示し続けます。

●電池容量が不足すると文字「b cJが点滅し表示が消えます。

● ドツト表示が2～ 3ヶ となりましたら新しい電池を用意してくださ
い 。

5-3 自動電源OFF機能
省電設計のため使用後 (最後にしヽずれかのボタン操作後)約 10分で自動的に全
ての表示が消え電源はOFFと なります。

参 考 ● 自動的に電源OFFと なつたときは、モード・設定値 .渭 J定値は記li3
されており、電源ボタンをONすることで再表示されます。

5-4 フイリレム感度の設定
SOボタン(←①)を押したままアップ ダウンボタン
(←②)を押して使用するフイルムの感度を設定しま
す。アツプ側を押すと高感度になり、ダウン側を押す

土算]曇 |;を 2通薦しぞ基Zらま子rボタンを1秒以①
参 考 ●フイルム感度の設定は測定後でも行えます。

測定後フイルム感度を変更すると演算した新たな測定値が表示されます。

田  回 C
EL.LJ`J IF5

5-6 測定モードの設定
測定モード切り替えボタン(←①)を押して,月」定モー ド
を切り替えます。
モードは下記の順に変わります。

‐ E日 定常光測定
→ 11フ ラッシュ光コー ドレス測定→【ロフラッシュ光コー ド接続/11定  i

t_________―
― ― ― ― ― ― ― ―

  
― ― ―
 
―

― ― ― ― ――― ― ―  ― ― ― ― ― ―
|

また、設定したモードにより測定値の表示は下記のように設定できます。

<田定常光測定モード>

髪蟄 肉 高ままざ?奮写〉
て測定値の表示方法を切り替えます。

嗜 こ
シヤツター速度優先表示一日M EVltt表 示→ 面 絞り値優先表示

~~

田  団 |]]
J‐l

回り _`

EV値表示

田  団 ′]]
こ
3.3_1」]

絞 り値優先表示

5-5 受光方式の設定
入射光式(光球、平板),則定か、反射光式(ピューファインダー5度 )湖」定かいずれか
を設定します。

アイビース
シヤッター

閉 じる 0
開ける
。

アイビース/
シヤッター

<■ フラッシュ光コードレス測定モード>

<田 フラッシュ光コード接続測定モード>

単発測定の時

田  国DQり
口
 lな :「 IF5

ぴ

■
１，

　

Ｓ

ｎ
凹

コ
」

回
〉口，コ

田

月
“

ロ

シヤツター速度優先表示

入射光式 (閉 じる) 反射光式 (開ける) [コード接続測定モード]

積算渦」定の時

[コードレス測定モード]



6 定常光の測定
5-7 シャッター速度の設定
アップ ダウンボタン(←①)を押して、使用する
シャッター速度を設定します。
アップイ貝Jを押すと高速度になリダウン側を押すと低速
度になります。
アップ ダウンボタンを押し続けると連続して変わり
ます。

ダウン側を1回押したとき

6-1 定常光測定モー ドの設定

)貝」定モード切り替えボタン(←①)を押して日定常
光湖」定モードに切り替えます。

6¨2 測定表示の設定
F//EvMUL¬ 選択ボタン(←②)を押して希望の測定
値表示にします。

田

月

日
ロ

団 l『『

」′『 5

シャッター

田     【 口  1・ ll r ll

口
L.L_`∫
ヨ
]

絞り値優先汲J定

■     団 |]]
口
:1 1」 IF3

■     回 ′]]
日
[I `」]]

アップ側を1回押したとき

5-8 絞 り値の設定
定常光,貝J定で絞り値優先)員」定の場合もアップ ダウンボタンを押して、絞り値を
設定します。アップ側を押すと絞り値が大きくなり、ダウン側を押すと絞り値が
小さくなります。
アップ ダウンポタンを押し続けると連続して変わります。

ダウンイ員」を1回押したとき

田
咀

▼
日

睡口 l『 ]

田Лl_」

アップ側を1回押したとき

演J定後、2旦J塾些¬選択ボタンを押しても測定表示は変更できます。

|_型 捏 型 たものです。  _

6-3 シャッター速度の設定
アツプ ダウンボタンで希望のシャッター速度を設定します。参考
1磁渕翌墨琴曇憂蟄

6-4 測定
測定ボタン(←①)を押し,貝」定します。

ロニl島ご1占
シヤツター優先)貝J定で、
■1/125F28+γ iOを
表示しています。

EVILL)貝 J定で
EV1 3を表示しています。

歴口 ′]]

口
J‐l

―」

Ａ
描

〉
ロ



田    【回 ′]]

口
L.Lシ F]]

参 考

●定常光モードでは
'貝

J定スイッチを押し
ている間は連続測定をしています。

● )貝」定後、フイルム感度を変えると演算
した新たな測定値が表示されます。

●汲」定範囲を外れた場合は、Eu(ア ン
ダーエラー)Eo(オーバーエラー)が表
示されます。
[u表示のときはシヤッター速度を遅く
するか絞り値を開けて再

'貝

」定してくだ
さい。
Eo表示のときはシヤッター速度を速く
するか絞つて再渭」定してください。

6-5 測定値のメモリー
定常光

'貝

」定でシャッター速度優先測定の時は

'貝

」定値を3回までメモリーできま

す。

①測定後、メモリーボタン(①⇒)を押すと、アナログ

表示部の表示がドット(。または日)に変換され表示さ

れます。

② メモリーは

'貝

」定毎1回づつ3回まで可能です。4回目
は表示しますが、メモリーはできません。

③各受光方式(P13⑤ 参照)で 3回づつ、合計9回のメモ
リーが可能です。
例えば平板でメモリーしているときは、光球や反射

光式の時のメモリーは表示されておりません。光球

や反射光式の時のメモリー値を再表示したいとき
は、光球または反射光式に切り替えてください。

④ メモリーの解除はメモリー解除ボタンを押してくださし

⑤測定モード/受光方式とメモリーの関係

測 定 モード
入 射 光 式

益 1越 く

(定常光モー ドでのメモリーはシャッター速度優先渭」定のとき可能です。)

注 意 ● )員J定モードが同一のときメモリーの再表示は可能ですが、測定  |

絞り優先)貝」定で
F56+γ 10■ 1/30を表示しています。

注意
 F「子「リーを解除するとすべての受

塀 整竺]J掛三熙裂螢@コ
6-6 照明コントラストの測定
主光源と補助光源との照明効果を知るため、照明比を測定するとき光球を下げ平
板機能を使用して測定します。(以下は絞り値を測定した場合)

口
 l]シ 」IF5
1● 224%:口 ⑤

"“““

口
]塾、」IFs
l● 224“①O"6に ,

① 被写体位置で光球部を主光源に向けて,貝」定しま
す。(この時補助光源を消してください。)
② メモリーボタンを押して,月J定値をメモリーしま
す。

③次に被写体位置で光球部を補助光源に向けて測
定します。
(このときは主光源を消してください。)
④主光源と補助光源の指示差よリコントラスト比
(照明比)を求めます。

参 考 ●絞り値で測定の場合はアナログ表示
部にメモリーした絞り値の ドットの
表示差より求めると便利です。(よ り
正確な値が必要な場合はデジタル表
示部の表示を求めてください。)

(例)② 主光源 ′
`J`③ 補助光源 ]JJ｀ `_の場合

「―i炉鼎颯
日

2絞り差のため、コントラスト比は
4:1となります。

口
f.日_1」 IF5

口
f.コ 1」 IFI

lJ定値の差 コン トフス ト比

1

3

5

参考 F露 出あ茨走百、主光源と補助光源を点灯し光球を使用して光球を力

…

口けて
'月

」定します。
新轟 蒟
呵

● ドット表示とアナログ表示の見方

ドット部 ]島,._～ 35., 35ま ,_～ IE.・
`

i5yt～ 36,・ 1

アナログ部 4568 11 456 8 11

13



7.フラッシユ光・コード接続測定
(ス トロボ・フラッシユバルの

7-1 単発測定
①フラツシユ光コード接続測定モードにします。

モード切り替えボタン(←①)を押して、日
フラッシユ光コード接続

'貝

り定に切り替えます。

② フラッシユのシンクロコードを露出計のシンクロ

ターミナルに接続します。

注 意

③ ,月」定表示を選択します。

ワEvMUL¬ 選択ボタン(←②)を押してフラツシユ光
単発測定モードにします。

④ シャッター速度を設定します。
アップ ダウンボタン(←③)で希望のシャッター速
度を設定します。

参 考 ● シンクロコードを用いて測定する場合、フラッシユによつては発
光しない場合があります。この場合はコードレス

'貝

り定で測定して
ください。

●測定後、フィルム感度を変えると演算した新たな
'貝

」定値が表示さ
れます。

●測定後にシャッター速度を変えると

'員

」定値は消え、絞り値は0にな
ります。

●測定範囲を外れた場合は、Eu(アングーエラー)、 Eo(ォーバー
エラー)が表示されます。そのときは、光量の調整かシャッター
速度を変えてください。

● フラッシュバリレプを発光させて,月J定するときは、同調範囲を確認
してシャッター速度を設定してください。(フラッシュ光コー ドレ
ス測定モー ドでは測定できません。)

☆ シンクロコード (別売)
長さ5mの コードは3つのプラグを持ち、露出計
とフラツシユ、カメラとフラッシユを同調させ
る事ができるので、撮影するときにもコードを
差し替える必要が無く大変便利です。また露出
計側の接続端子はロック機構がついているので
確実に接続することができます。

7-2 測定値のメモリー
単発

'貝

」定の時だけ)員」定値を3回までメモリーできます。
メモリーの方法は定常光の測定のときと同じです。
6-5定常光のメモリーの項 (P12)ご 参照ください。

7…3 積算測定
①フラッシユ光コード接続)貝J定モードにします。

モード切り替えボタン(←①)を押して■ フラッ
シユ光コード接続汲J定に切り替えてください。
②
'貝

」定表示を選択します。
F/EvMUL¬選択ボタン(←②)を押してフラッシュ
光積算

'貝

」定モードにします。
③シヤッター速度を設定します。
アップ ダウンボタン(←③)で希望のシャッター速
度を設定します。

F

ろ

た

ｏ
ツ

　

る

つ
　
　
一

こ
く

す

ラ

　

す

よ

　

．

参考

 F 口
IlttΨ」1占

⑤測定します。
測定ボタン(←④)を押すと、フラツシユが発光
し、絞り値が表示されます。



参 考

④測定します。
測定ボタン(←④)を押すと、フラッシユが発光し絞り値が表示され、測定毎に
積算した絞り値と積算回数が表示されます。

3.フラッシュ光・コードレス測定
(シンクロコー ドを使用しないフラッシュ光の測D

8-1 単発測定
①フラッシュ光コードレス測定モードにします。

モード切り替えボタンを押してロ フラッシュ光コードレス洒J定に切り替えて
ください。
②
'員

」定表示を選択します。
レEVMUL¬選択ボタンを押してフラッシュ光単発渭」定モードにします。
③シヤツタニ速度を設定します。
アップ ダウンボタンで希望のシャッター速度を設定します。

参考

④汲」定します。

【口 ′]」

L｀

]_1」 IF5

鼈塾Ψ爵∫[
⑤積算モードの解除はワEvMUL¬選択ボタンを押してください。

●測定後、フイルム感度を変えると演算した新たな預」定値が表示さ
れます。

●測定後にシャッター速度を変えると濃」定値は消え、積算回数及び
絞り値は0になります。

●フラッシユパルプ光を測定するときは、カメラのX接点にシンクロ
コードを接続してください。又露出計のシヤッター速度は1/30秒
以下に設定してください。

7…4 照明コントラストの測定
測定方法は定常光の )貝J定のときと同じです。
6-6定 常光の照明コントラス トの )員」定の項 (P13)ご 参照ください。

フラッシユ光を1回浚」定したとき

フラッシユ光を4回渭」定したとき

田 回『 回 ′『『口
]_1」 IFf

田

口
fl■Ψ夕IF5

田

口
1島」′J PI

渦」定ボタンを押すと、モードマークロ が点滅
じ測定待機状態になります。

フラッシュ光を受光すると絞り値が表示されま
す。

参 考

参 考 ●一度)月」定した後も、モードマーク■ が点滅を続け)貝」定待機状態に
なります。

●測定待機状態は約90秒間継続されその間に再
'貝

」定ができます。∞
秒を経過し点滅が消えたときは、改めて預J定ボタンを押しなおし
てください。

● )員」定後、フィルム感度を変えると演算した新たな測定値が表示さ
れます。

● フラッシュを発光させても周囲光に比べてフラッシュ光量が少な
い場合は、露出計が光を感知しない時がありますので、そのB寺は
「フラッシュ光コード接続測定」にしてください。

●測定後にシャッター速度を変えると演」定値は消え、絞り値は0にな
り測定待機状態は解除されます。
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参 考 測定範囲を外れた場合は

ラー)が表示されます。
を変えてください。

、Eu(アンダーエラー)、 Eo(オーバーエ
そのときは、光量の調整かシャッター速度

フラッシュ光を受光すると絞り値が表示され、

'貝

」定毎に積算した絞り値と積算回数が表示され
ます。

参 考

●ラビットスタート形蛍光灯や特殊な照明下では、フラッシユを発

光しないのに浦」定することがあります。このような時は、フラッ
シユ光コード接続モードにし、シンクロコードを接続して

'貝

」定し
てください。

フラッシユ光を 1回測定したとき

フラッシュ光を4回 )月」定したとき 由
|]」
′
J IF5

⑤積算モードの解除はワEvMUL¬選択ボタンを押してください。

●一度渭」定した後も、モードマークロ が点滅を続け測定行機状態に
なります。

●測定待機状態は約90秒間継続されます。

● フラッシユを発光させても周囲光に比べてフラッシュ光量が少な
い場合は、露出計が光を感知しない時がありますので、その時は
「フラッシユ光コード接続)貝」定」にしてください。

● )貝」定後にシャッター速度を変えると渭」定値は消え、積算回数及び
絞り値は0になり汲り定待機状態は解除されます。

●ラビットスタート形蛍光灯や特殊な照明下ではフラッシュを発光
しないのに測定する事があります。このような時は、フラッシュ
光コード接続モードにし、シンクロコードを接続して,月」定してく
ださい。

● フラッシユバルプのコードレス)貝」定はできません。必ずシンクロ
コードを接続して渭J定 してくださしヽ。

8-4 照明コン トラス トの測定
)員り定方法は定常光の演り定の時と同じです。
6-6定常光の照明コントラストの測定の項(P13)ご参照ください。

L｀ユ塾Ψ」IFs

8-2 測定値のメモ リー
単発測定の時だけ汲」定値を3回までメモリーできます。
メモリーの方法は定常光の測定のときと同じです。
65定常光のメモリーの項 (P12)ご 参照ください。

8-3 積算測定
①フラッシユ光コードレス測定モードにします。

モード切り替えボタン(←①)を押して■ フラッシユ

光コードレス
'日

」定に切り替えてください。
② )員」定表示を選択します。
ワEvMUL¬選択ボタン(←②)を押してフラッシユ光
積算瀾」定モードにします。
③シャッター速度を設定します。
アップ .ダウンボタン(←③)で希望のシャッター速
度を設定します。

参 考 シヤッター速度は1秒から1/500秒のPB5
で設定でき1/500秒の次に1/75、 1/80、
1/90、 1/100、 1//200、 lμ00秒が設定
できます。

④渦」定します。

)員J定ボタンを押すと、モードマークロ が点滅

し

'貝

J定待機状態になります。
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9.その他の使い方
9-1 指示補正機能の使い方
この露出計は当社の基準により標準的な校正がされて
いますが、特に必要な場合は±9.9EVの範囲で補正で
きます。

① SOボ タン(①⇒)を押しながら下記の操作で指
示補正をしてください。

レEV/MUL¬ 選択ボタン(←②)を押し表示を切り
変えます。
次にアップ ダウンボタン(←③)を押し指示レ
ベルを補正します。
アップ側を押すと01段づつ指示値が大きく(露
出アンダー(貝」に)なリダウン側を押すと小さく

(露出オーバー側に)な ります。1秒以上押し続
けることにより連続して変わります。

補正するとZ方法示されます。

9-2 簡易照度計としての使い方
①
龍輩属す晃落懸 l瞥;ヤ

βヽ°100で EV値表示に設定します。
②
学Fを
下げ平板機能で測定面と露出計∝球取り付け面)を平行にして測定しま

③
'員

り定表示された値で換算表又は計算式でお求めください。

■     回 |」 ]

ユ1 lJ」

■     団 ′]『

[Ψt]J」

表示例

EV9ゴ 1

①換算表で求めるとき

②計算式で求めるとき
照度(LXl=25× 2Ⅳ
=25× 295
=25× 724
■1800 LX

9-3 簡易輝度計としての使い方
①
臨 熾 l瞥 :ヤ

ヽS0100で EV値表示に設定します。

② フアインダーで測定したい面をねらい測定します。
③測定表示された値で換算表又は計算式でお求めください。②指示補正の解除は、設定と同じ操作で補正値が0になるまでアップ ダウンポ

タンを押してください。解除されるとZ表示は消えます。

表示例     ①換算表で求めるとき
EV9 J｀ 1

②計算式で求めるとき
輝度(cd/nり =0125× 2EV

=0125× 295
=O i25〉〈724
≒90 cd/m2

3

`
6 B 19

一〇 10 20 16 200 510
57 45 90 180 360

4
1 22

10〕Э 2011C 4100 8200 160Э0 3300Cl 66000 13103Э 2621X10 524000
14ul 29CXl 58Clll 12000 2311ul 460CICl 9000D 1 9CIC 00 370000 740000
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10.仕様 11.使用上のご注意とお手入れについて
形式

受光方式

受光部

受光素子

測定方式

測定範囲

ぐS01001

繰返 し精度

校正定数

表示範囲

その他の機能

使用電池

使用温度範囲

保存温度範囲

大きさ

重さ

標準付属品

● 入射光式

● 反射光式

● フィルム感度

● シャッター速度

定常光

:ス勇草覇翌躊欝冤異
光用デジタル露出計                       注意

● 入射光 ……………… 光球⇔平板機能
光球を本体内部に移動する機構により平板機能兼用

● 反射光   ………ピユーフアインダー内蔵(受光角5度 )
測定可能距離 50cm～ ∞

● シリコンフォ トダイオー ド

● 定常光     絞り優先測定
シャッター速度優先力J定

● フラッシユ光   シンクロコー ドを用いて測定
シンクロコー ド無しで測定

● 定常光     入射光式 EV l～ EV19 9 10 1ス テツの
反射光式 EV2 5～ EV22 9(01ス テツカ

● フラツシユ光   入射光式F10～ F90+09絞 り(01ステツカ
反射光式F20+05絞り～F90+09絞 り101ス テツカ
±0 1EV以 内

光球 C=340  平板 C=250
K=125
S0 3～ 8000(lβステツカ

30分～lβOul秒 (1ステツカ 他 1/200,1/4∞
シネコマ数(,も)8,12,16,18,24.25,30,32,64,128(開 角度

●水しぶき等を浴びて水滴がついた場合はなるべく早く乾いた布で
拭き取つてください。錆びたり腐食の原因となります。

●電池′3、たのゴムパッキンに強い力を加えたり、剥がしたりしない
でください。浸水、腐食、故障の原因となります。

● ゴムパッキンやパッキンが当たる面に傷がついたときは、浸水、
腐食、故障の原因となりますので、サービスステーシヨンにご相
談ください。

●精度に影響を与えることがありますので、光球、対物レンズカ
ノヽ一には、ホコリ .ゴミ キズが付かないようにしてください。
●本機が汚れたときは、乾いた柔らかい布で拭いてください。有機
溶剤(シンナー、ベンジンなど)は、絶対に使用しないでください。

お手入れについて

180度 )

フラッシユ光  1秒～1ハ00秒 (1ステツカ
他 1/75,1/80,1/90,1/100,1/200,1/4k10

● 絞り値     10～ 909(01ス テツカ
● EV値       -99～ 361(01ス テツカ
● アナログ表示部  F10～ 90(05ス テッカ
● 生活防水構造   JIS規格 保護等級4級 、防まつ形
● メモリー機能   9回 まで可能 (光球で3回、平板で3回、反射式で3回 )
● 積算機能     9回 まで可能
● 測定範囲外    Eu(ア ンダー) Eo(オ ーバー)警告表示
● 露出補正機能   ±9 9EV
● 電池容量表示機能

● 自動電源OFF機能
● 単3形乾電池 1本 (アルカリ、マンガン、リチウム乾電池のいずれか)

● -10℃ ～50℃

● -20℃ ～60℃

● 約77(幅)× 144(高 さ)×41(厚 さ)mm
● 約 1809(電池別 )

● ソフ トケース、ス トラツプ、シンクロターミナルキャップ、単3形乾電池

この使用説明書に記載の仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあり

ます。

22

乳幼児が誤つてストラップを首に巻くことのないように手の届か
ない場所に置いてください。重大な事故につながる恐れがありま
す。

この露出計は日常の生活防水機能を持つておりますが、水に漬け
たり、水中での使用はさけてください。故障の原因になります。

落下または急激な衝撃は絶対にさけてください。故障の原因にな
ります。

高温または多湿な場所には保管しないでください。故障の原因に
なります。

急激な温度変化による湿気に注意してください。結露する場合が
あり故障や誤動作の原因になります。

電池は充電 ショート 分解 加熱・人に投入はしないでくださ
い。液もれや破裂の恐れがあります。

●

23



12.アフターサービスについて
美弊社の製品には一定の期間内無料修理をお引受けする保証書があります。記

載事項をお確かめのうえ、大切に保管してください。

●無料保証期間などについて
1.無料保証期間はお買い上げ日より
1ケ年間です。
2 保証書にお買上げ日および販売店
名のないものは保証の対象になり
ませんので、必ずお確かめくださ
い 。

3 無料保証期間内でも有料修理とな
る場合もありますので、保証書の

記載事項をお確かめください。
4.保証期間経過後の修理は有料とな
ります。また、運賃諸掛りはお客
様にご負担願います。

●補修用部品の保有期間などについて
1 補修用性能部品は、製造中止後7
年間を目安に保有しております。
したがつて、本期間を過ぎますと

修理をお引受けできないことがあ
ります。
2.修理完了品には、弊社の修理納品
書が発行されますのでお確かめく
ださい。
3 修理可能期間内でも浸冠水、強度
のショック、その他損傷のいちじ
るしいもので、修理後の機能維持
に問題が残ると思われますものに
つきましては修理不可能となる場
合があります。

24

I保 証 規 定 ]

●修理ご依頼にあたつて
1.修理品につきましては、故障内容
を、またご指定の修理箇所があり
ます場合には、その指定箇所をで

きるだけ具体的にお申し出くださ
い。ご指定のない場合には、各部
点検をはじめ品質的、性能的に必
要と認められるすべてのところを

検査 調整 .修理することにな
り、修理料金が加算される場合が

ありますのでご留意ください。
2.修理を依頼されたものの中には、
単に電池を交換するだけで正常に

作動する「故障していないもの」
が見受けられます。電池の容量低
下、(十)(― )の逆、定格違いなど
について、よくお確かめくださ
い 。

●お問合わせ先について

本製品の保証、修理、使い方など
のお問い合わせは、弊社営業部門
または東京サービスセンターにご

相談ください。

万一、製造上の不備で生した不都合
は現品をもつて補償させていただ
き、それ以外の貴は負いかねます。

使用説明書にそつた正常な使用状
態で、万一、保証期間内に故障が
生しました場合には、保証書を現
品に添えてお買い上げの販売店ま
たは弊社サービスセンターにご持
参くだされば無料にて修理・調整
させていただきます。

つぎのような場合には保証期間内
でも保証の対象とはなりません。
(1)誤つたご使用またはお取扱い
上の不注意により生した故
障、または損傷など

(2)保管上の不備によるもの、お
よびご使用者の責に帰すと認
められる故障、または損傷な
ど

(3)弊社の指定する修理取扱い所
以外で行われた修理 ,改造
分解掃除などによる故障、ま
たは損傷
14)火災、地震、水害、公害、指
定外の使用電池(電圧)および
その他の天災地変や落下、衝
撃などによる故障または損傷
(5)保証書のご提示がない場合
16)保証書にお買い上げ日、保証
期間、販売店名などの記載の
不備な場合あるいは字句を書
換えられた場合
(7)ご使用後の内 外装面のキ
ズ、部品や付属品の紛失によ
る修復交換

(10)お買い上げ店または弊社サー
ビスセンターにご持参いただ
くに際しての諸費用またお買
い上げ店と弊社間の運賃諸推ト
リ

ご注意

(1)本保証書は、以上の保証規定
により無料修理をお約束する
もので、これによりお客様の
法律上の権利を制限するもの
ではありません。
(2)本保証書の表示について、ご
不明の点は弊社サービスセン
ターにお問合わせください。
(3)保証書をお受取りの際は、販
売店名および購入年月日など
が記入されているかどうかを
ご確認ください。万―記入も
れがありました場合には、た
たちにお買上げ店へお申し出
ください。
141保証書の再発行はいたしませ
んので大切に保存してくださ
い 。

(5)本保証書は日本国内において
のみ有効です。

19)

各部点検、精密検査、分解掃
除等を特別にご依頼された場
合
本製品の故障に起因する付随
的損害(撮影に要した諸費用お
よび撮影により得べかりし利
益の喪失など)



お買上げ日

保証期間
(お買上げ日より1ケ年間)

ご住所

ご氏名

鐸

このたびは、セコニツク露出計をお買い上げいただきまして誠にあり
がとうございます。
この製品は弊社が′いをこめ厳重な品質管理のもとに製造したものでご

ざいますが、万―保証期間内に故障が生しました場合には、本保証書
を現品に添えてお買い上げの販売店または最寄りの弊社サービスセン

ターにご持参くだされば、無料にて修理・調整させていただきます。

(保証除外事項は裏面に記載されております)

露出計機種  L-408  No.

株式会社セコ
=ッ
ク

〒178 東京都練馬区大泉学園町7-24-14 TEL 03-3978-2330
露出計営業 :〒 162 東京都新宿区市ケ谷田町3-8 新杵ビル

TEL 03-3269-7245 FAX 03-3269-0580

大阪支店  :〒 541 大阪市中央区本町2-3-6 本町ビジネスピル
TEL 06-263-1571 FAX 06-261-2072

東京サービスセンター :〒 i62 東京都新宿区市ケ谷田町3-8 新杵ビル
TEL 03-3269-7243 FAX 03-3269-0580

販売店名

保証書 メ モ

日月年

日月年
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■ Operating lnstructions

SAFETY PRECAUT10NS

O To avddlniurytothe eyes,never bok atlhe sun through the uewlinder.

O  Always lollow cAUT10N Of Page 14 when using the synchЮ  oord.

FEATURES
Thank you for yOur purchase ofthe L‐ 408 Sekonic ExpOsure Meter itfeaturesi

l.  Bu‖ t・in non‐para‖ ax vie■linder with 5 degree acceptance

r臨1ln宙e面 nd餅引耐ndes padhx erα  caused by sepade
viewlinders

O Built‐ in design eliminates troublesome viewfinder mounlng and removal

in the field.

2.  Unique,new combination of Lumisphere and Lunlidisc.°
含[:llぎ綸棚孵猥£1;:踪織att Юm∝“

ぉkd bЫ∞
accessorles
O Fast and accurale‖ ght balancing reading because the unitfeatures an

::借‖鵠晰響|‖籠甜穐‖肌ぎ鵬7:::lも1殿::smm3
3. Water・ resistant.
O The first photographic apparatus thal has the water‐ resistant construction

Stands up to diny,s001y,damp indust"allocalions and wet weather,

outdoors.

4.  Aperture or shutter speed priority.
O Apeture or shuller speed priority can be selected according to choice

3oth rnodes are ava‖ able for ambient‖ ght reading

V¶『識Ⅷ習;朧
f∬
Xi翠謙搬お:間習慇:威・

prOvlde simple balancing of‖ ght and sublect contrasts.

V盤胃蹄』篇僣鷺£♀:[耐 b ttmlnale a ttblecl,Ю回
“
llash

∬:満嶋』L渦需躙『邸:ξ棚盟1肥1黒‖∬l:7:lb
accurately measured by the meter.
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①

2.Ds口 ay

2.l LCD panel

Mode selection

田  Ambient‖ght measurement

■  Flash measurement wnhout cOrd

田   Flash measurement wnh cord
The rnode symbois are switched in the fo‖ owing sequence:

田→■→田→田

ApenurerEVIBateryJOhters

“bc"Baltery capacily Jrt See Page 7

□ Apeture valuo ondcated by a number

and dotsょ1'1)See Page ll

Apeture‐p‖ orlty measurement

ExpOsure value ttndiCated by a number

and dots∫ :`t) See Page ll.

Under exposure

Over exposure

The mark flashes during Reflected Light

Mete面 ng See Page6

°ne仙
11為は:貯冊批:よ:籠ゎ耐h dop

③  囚回日ョNumber ofcumu!aJve lashes
When the lashに lred,ths mark appears and the measurement lmes are

acccumulated.More than 10 measurement causes the“ E"(err00 mark tO
appear

See Pages 15 and 18.

④  Rヨロ:S01:m speed

②
The輌 lm speed oflS0 3 to 8000is shown

See Page 8

Z MeaSunng10vd adiustment
This mark appears when the measu‖ n91evel

adlustmentis carned out see Page 20

口 Shuher speed or lim frame count(F.P.S.)

回  Shuterspeed h mhules

【ヨ   Shuter speed in seconds

ロロ  Number offrames per second

■J」  Shown during exposure index correction.
See Page 20,

⑤

⑥ ⑥▼口
回
　
Ｅｕ
』
‘

⑦ Analog disp:ay

ぴ Underexposure

ぢ OVerexpOSure
●日● Apenure(A bar or dot hdcates 0 5 stop)

碍1靭橘:鵬訛器淵鯖
°memory dol

See Page 12.

‐ロロ●日●■●|● |● |(
U l 142 284 56



2.2 Light・ receiving indicato:

淵鵠Ⅷ:麗‰品よ網iWmd師
∞わdhσ hddenltth tt ded“

3. Mode Selection

Your L‐ 408 can measure both incident and reflected“ ghtin bOth ambientlight and

laSh(Strobe or bulb)modes You can swnchthe mOdes asfo‖ ows:

lor reflected‖ ght metering.

Eyeplece

Close

hcdent‖ ght mete面 ng(wnh cOvercbsed)

CAul10N O Setthe eyeplece cover althe top Or button click pOslion only.

Othettise,the LCD mar‖ ngs(enure dbμay)w‖ Ыhk and you cannot
stan mete面 no wnh the measu“ no swnch.

3.2 Switching between:umisphere up and down positions

Manua‖ y rotate the lumisphere UP/DOWN面 ng 00untercl∝kwise lo move the

lunnisphere up. You can now stan incident‖ ght metering.

Rotate the ring clockwise tolretract the lumisphere for balancing‖ ght rnetering,

3.l  Switching between incident rnetering and reflected light

mete‖ ng(wlh 5‐degree viewfinder mete‖ ng)

Siide the eyeplece cover closed for incident‖ ght rnetenng,Or Open the eyeplece cover

2.3 Viewfinder

gttth£辮騎
Centσ spa ① bbpO釧Onngｒｅｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

Lumisphere

up position

Lumisphere C)
down posnion

O Setthe lumisphere UP/DOWN“ ng 10 one ofthe dot marked positions

Any other posnlon w‖ i resun in incOrrecl metenng.

5

Rellected 19ht mete面 ng(With Coveropen)

CAU■ON



4. Light口 receiving lⅥ ethod

4.1 1nciden‖ ight mete‖ ng(wnh eyepiece cover closed)

Hold the L‐ 408 close to the sublect,pointthe iumisphere towards the camera,and

measure the incidentlightintensity.

Lumisphere in up position:

Forincident measurement

Lumisphere in down position:

For‖ ght balance and sirnple‖ luminance

CAUTЮN・鵬.‰」品珊露瀾は蠍脚脚酬囃躙 "
mode

4.2 Relected light mete‖ ng(Wnh eyepiece cover open)

Your L‐ 408 has a bu‖ t‐in viewlinder By s‖ ding the eyeplece cover down to its open

pOsitiOn,you can useit as a 5‐ degree spot meterfor accurate spot rnetering.

Hold the L-408 at yOur camera position,and place the circle in the viewfinder on the

target subleCt

CAU■ON O Spot metenng under50 cm(20 inches)is nOt possible.

O When you openthe eyepbce cover,∈ ⊃ appears h the‖ ght‐ rece市 ing

indicator and _ ` _ flashes in the bar display area.

嘉
肝
ハ
船

5。 Preparation for Measurement

5.l  Mounting a battery and strapping

Usea1 5‐volt,type‐ AA(UM3 dry,LR-6 or R‐ 6)battery.Do not use a NiCd batlery

①  UnioCkthe coverlock and remove the battery case cover ② lnSen the batery in
the batlery case aligning the polarities as indicated on the inside of the case

③ hSetthe daws d hecovtt hЮ  me hdes d he _…
body Lockthe coveriock.

Ballery

case cover

Pu‖ down the strap面 ng

Ｓ

Ａ

ｒ

餘

分
Ａ
■

瀞

Coverlock

Attaching the strap

Remove the baltery case cover

① MOVe mecoverbck owad he b誠 ねv
CaSe鯰

“
OW① )

② PaSShestraphЮ ughttmpeydd②
③ PaSS the Opposle side ofthe strap through
a strap‖ng

O To save your current setup,tum the POWER swnch oFF ttrst,then

replace the batery

°
ll鵠:認棚説柵悧馳酬Ⅷi:rttXtЧ T晶ι:ぽ“
Then,mountthe battery ttn the COrrect polanw)and try again

e Wipe and clean the rubber seal of battery cover. Sand and dust may

cause walerieakage,oorroslon or other problems

5.2  Battery check

Turn the POWER switch on,and the LCD panel

(`b.C"message and bar markingぎ
rt)diSplays

the current ballery level The battery leveiis

indicated by a number Of bars for one second

Then,the LCD panel automalica‖ y swIChes to the

normal measurement mode

L.ξざrt



NOTES O You can sustain battery level display by holding down the Power switch.

・
ⅢF腑肥 喘fapttW計

°

"bdtt h酬
耐,h♂しげdttay Ыnに

・
闊
嘲 Wb引 輛山詭ф

"Ψ
m動 鶴 d°lS replace h

5.3 Auto Power‐ off

To save batew capadty,the L‐ 408 b automalcJv turned Or(and Jlreadngs aЮ

erased)10 minutes after yOurlast operalon

5.6 Measurement mode setup

殿滝鵬里:1lTttmttt胤脂鍬‖摺壼盤ncα

「
〉:ヨ禦理器:需獣t →口l昂需:」‖∬ざ

reminl →:・品Tl淵iaSuremenl_¬
The fo‖ owing shows the meter display of each selected mode

□ rAmbient‖qht measurement)mOle:

戦 滉趣 :Ⅳ
EWMUL■ bu‖on(←②)O SWllch he ds,叫 Dbphy sm絶 hng

正拙畷壁呈匙肥“
→面鰊:"“り¬

NOTE

or decreases the f‖ m speed.

NOTE You can a:so change the lSO nim speed alertaking measurement

The new cJcdaled vJue b ds,ayed When the‖ m speed b changed aterta“ ng the

measurement.

・
蘊 岬 ;蠍揚 絲靱 I鮮

田  回 l]」
口
il_1「 IFs

田   団 l]]
J‐l

回」 _1_

田  国 l]]
口
].L_1∫『
Apenure p面 o‖ ty mete百 ng

5.5 LightⅢ receiving method setup

Selecl incident‖ ght mele“ ng(wnh lumisphere in the UP or DOWN poslion)

relected‖ ght mete"ng(Wnh 5‐ degree spot meteo

shuner speed p“ onty mele百ng  ExpOsure value mete‖ ng

口            ,and
田
Press the F/EV/MULTl button to select single or cumulative flash measurement

NOTES O Use single lash measurement when a single nash is sufncieni

・
‖鷺1胤せγ鷺∬用甘3冊 :‖:!:l』」|:詭!悶ISaЮ

neededoneЮ

Single flash

measurement

Cumu!alve
measurement

Flash measurement     Flash measurement wnh cOrd

wRhout cord

田

口
3.昴』̀」 Ps

田

口
 lι `」 IFs

Open

Eyeplece

cover

lncident‖ ghi metenng

lwnh cOver dosed)

ヽ
⑩

cover

lWith COVeropen)



6.Ambient Light Measurement

5.7 Shutter speed priority setup

PЮss he UP/DOWN bulon(← ①)O Sded ashdЮ r

制卜mmも
“
edlo M“∞節山σ

"∞
こm赫e

DOWN bu10ntO decrease L Holding dOwnthe UP or

D()WN button continuously increases or decreases the

shutter speed.

Whenthe DOWN buttonis pressed once

6.l  Modese:ection

Pressthe mode sdeclon bu“ n(←①)10 Seに Ct the

目目Ambient‖ 9ht measurement mode

6.2  Measuring switch

:::llP鷺蠍明Ⅷ譜鵠縮
②)b Sded he

口
fl_`」 ′Fs
Shuter p‖ Onty measurement

田    優口 ′『『
J~l
回 日  _1_

EV expOsure value measurement

When the UP bullon is pressed once

5.8 Aperture priority setup

press the UP/DOWN button to setthe desired apenure 10r apenure‐ plorily

‖:Sb服111:詔器退脂『il&‖ iよ:冊:よ譜肥11鰊順s:l甘艘
d

apenure

When the DOVVN button is pressed once

田  回 l]]
面
].3_`」]

When the UP button is pressed once

口    歴口 ′」J
口
L.L_`∫17

Exposure p‖ Onty measurement

棚 腑

唯 鵬 軋 卿 鰤 Change lhe me劉的 m“ り 画
"lhe F/EW

口     回 l]『
口
:I_1」 |『 3

口     回 |『 ]

口
] _1」]]

NOTE

6.3 Shutter speed priority setup

Press the UP or DOVVN button to setthe desired shutter speed.

NOTE

6.4 Measurement

Press the measu“ ng switch(く=C))10 Stan measurement

口
il塾 =」 IF5

0砂
,Ev(expOSЧreVJue)ShOWS‖ ghtvJu65ased On the comЫ nalon
of shutter speed and apenure

・儡し:::Ⅷ:鰤:満糀脇 Tttn」柵譜h鷲 :
:∫!計
,瀧ド精:‖:W需糧椎♀:鑑1佃織iR:畢:1:鵠

Shutter speed p面 only

measurementis set at“ T:1ノ

125"and“F:28+3/10".

Exposure Value

measurementis set at

“EV1 3".

田
咀

▼
ロ

踵口 |]]

口■
―U

田
＝旺

回

【口 l『 ]

10



７
ロ

ー
Apenure priOrity

measurementis set at“ F156+3/10"

and“ T:1/30"

□    【ヨ l]・・l

面
].[シ 」]]

NOTES

Ambient‖ ghi metenng conjnues aslong

as you keep pressing the measuring

swlch

When you change the f‖ m speed,the

measurementis recalculated and a new

value is dlsplayed

When the measuring range is exceeded,

“Eピ 佃ndeЮ XposuЮ)α “Eo"

OVeЮXposuЮ)appeaS‖ “Eu"
appears,slow down the shutter speed or

open the apenure

lf“Eo"appears,lncrease the shutter

田    【回 層]

口
f.り I」 IFs

口
f.コ_`」 IFf

or close the apenure

6.5 Data memory

ln the ambient‖ ghi mode,you can store up to three aperture values at shutter speed

p“ Onty measurementsin memory

①  After measurement,press the memory button((D← =)
The apenure value w‖ l be displayed on the analog scale

W“h(00r日
)

②  You can store up to three measurements The founh
measurementis displayed but not stored

③  You can store three measurements lor each‖ ght‐

receiving method(See page 13(5)So,a tOtal of 9

measurements can be stored in memory

Vピ hen measuttng and stonng data wlh the lumisphere in the DOWN pOsniOn,your

L‐408 does not display the values measured with the lumisphere ln the UP

position orin the ref ected‖ ghi metering mode To reca‖ these measurements,

swnch the mOde to lumlsphere UP pOsn10n Orre‖ ected ilghi mete“ ng

O TO Cearthe memory,press the Clear Memory button

°
聖舅墨‖盟器器冨能腑淵l腑肌 m鷺枯:♂

6.6 Contrast measurement

To rneasure the contrast between the main and aux‖ ary‖ ghi sources,set the
lumisphere to the DOVVN pOsklon Then proceed as lo‖ ows ior shutter speed p面 。nty
measurement:

:祠柄冊躊枡「
data in memory

③

④ 蹴 陶 糠i鮮 ‖繭 憾 le
main and aux‖ ia11/‖ ghi sources,and determine the

contrast

E]塾.■ F5
1● :24“①Oo2“

“"

NOTE ・ T,9 COntrast can be determined easily

出品i器電ξ腎廿:出器lay b
read the accurate

Exampref The main‖ ght source is ′6Jl_and
aux‖ ary‖ ghi sOurce ls aθょ1`_

「

~f4?棚
佗‖器糀

日
S nce the dllerence s lwo exposure

ncremenも ,lhe contrast s 4 1

Measured
value d"ference Contrast

CAU■ON

12

O The Clear Memory bution clears a‖ 9 measurements from the memory

・
[:輩∬器洲羅鴨酬iどん鶏:3冊橘腑譜酬肌耀t

the
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7. F:ash Measurement with cord             了

7.l  Single flash rneasurement

① Flash measurement wlh cord

Select the田 (Flash measurement wnh cord)

mode ugngthe mode sdedion bulon(←①)

O Neverusethe L‐ 408 in flash rnode when your hands are wetin

鰐胴椰欄l釧瀾鶴1喘弊:鮮翼器認
・聴:儡脳i棚よ%」躙肥‖郡師甑群辟

Ю∞d b heし

Synchro cord connection

Plug the flash synchro cord into the L‐ 408 synchro

terminal

:」 :幌 1贈:階:1脚瀧asuЮmem mOde usng he
ⅣEV/MULTlbulon(← ②)
Shutter speed setup

Setthe desired shutter speed using the UP/DOWN

bullon(←③)

● in this mode,you can setthe

:::耀選e3:諄盟::賞鴇T17
90,1/100,1/200 and 1/400 sec

器腑冒ll錦 01は

'ま

澗僧γ翠酬

NOTES 0 1fthe camera's nash dOes notfire,use ttash measurement vvithOut cord

°
∬『亀‰1滉 :ず

up S Changed,he measwemettdaa b ЮcJcuned
°
は計:柵軍辮よξ慰 :槻肥鴇ν

Юmenl lhemeasuremenl s
°
WIξλ器£;:,:|::謂 98瀞船需露bttt拠酵脚:lもR馳i魁
°WT｀
な 亀梶淋W‖fl:餅断ピ

`::鷲

::鴇 :魔常1″脳♀
y° u

cordless mode

☆ Synchro cord(op10na)
A5‐ meterlong synchro cord with three

:臨島開|「 [場認酬ll『朧冊:Ing
between the camera and the‖ ash unl ‖is
very convenient as no cord replacementis

required during shooling pictures The L‐

408 is aiso equipped wnh a connector

termlnallock fOr securing cable connection

7.2 Data memory
To strobe To camera

‖ght

①  Flash measurement wlh cOrd

Select the□ J(Flash measurement wlh cord)mode

況肌lli偲1瀧i拙::r:‖馴(←①)

瑞脚』Fttasuremmm“
面
"

漁 蹟酬 :“
血 α

"∝
duSnglhe WDOWN

CAUTЮN

NOTE

②

③

④

口
[l塾Ψ「 |『 5

⑤  MeaSurement

ittliT繹腑冊臨mpenu鯰酬印
"鉗

m meじ D

叩 Ъ

Mem∝ yd針∞
“

s mmeぉ b heamЫ酬 晦‖mm釧鯰mm僣∞65d

7.3 Cumu:ative flash measurement

②

14

③

15



▼

NOTE・
Ⅷ‖i淵∬勲酬輛柵軸響鵠釘h

④
普屈 11鰤 ::sunng S輌 ℃h(←①)The laSh m‖ lЮ ,and he apenuЮ 輌‖

:l:11:鴇常:よΨ肥詰u:齢瀧fumJ師
Ve apenuЮ d each measummenl

les also appear

田 田 ]団 |]」
口
:1_`」 IP3

田 回帥 l]]

口
[lttΨ夕IF]
1† :歯 :常 :ヽ 1、″。245:4g。

田 回氏鉤国 l]]
口
|]メ `」 IF5
早†:■4■ :°名・振202.6490

To cancelthe Cumula,ve mode,lust press the F/EV/MULTlbulon To restan

mete面 ng wnh new setup,press the F/EV/MULTl button

O whenthelSO setup s changed,the measurement data is recalculated

and redisplayed

・格llil誦 lll:鳴鷺龍冊繋蕊 1邸 ::1は訛:11譜撃lll∬肥
e献も

deared b zeЮ o)

°
騰滉l!呻鮒1晰辮‰:T18::|:瀾矯漱鴨翌:::胤
shuter speed to 1/30 second orlonger

7.4 Contrast measurement

The contrast measurementis the same as for ambient‖ 9hi

Page l動

16

8. Flash Measurement without cord

8.l  Sing:ef:ash metering

①  Flash measurement wnhoutcOrd

Select the圏 (Flash measuremont wnhout cOrd)mode uSing the mode seleclon

button

S ngle lash measurement

Selectthe singie lash measurement mode using the FIEV/MULTl button

Shutter speed setup

Setthe desired shutter speed using the UP/DOWN button

● ln this mode,you can setthe shutter speed fronn l sec to 1/500 sec

棚i鰤即:::i:惚1爛しよΥI諦鵬鵠習tl響
∞α
""釘
h

②
　
③

When a single flash輌 百ng is

measured

When four nash iirings are

measured

NOTE

④  MeaSurement

Pressthe measuttng swnch The l■ mark w‖ |

appear and your L‐ 408 is ready to measure

(Standby mOde)

When the flash fires,your L‐ 408 displays the

correct exposure.

【口 |]」

L｀

]_l」 IPs

【nl]『

饉`ユ塾Ψ」IFI

NOTES After this measurement,the l□ mark conlnues to b‖ nk and your L‐408

remainsin standby mode

謳 :牌:鵠m喘濡♀朧 ‖鴇yl柵 踊孵 誂 ∫tf「ll:'3′::品 :an
press the measuring switch again

When you change the f‖ m speed,the measurementls recalculated and

a new correct value is displayed

rthe nashis NOT metered by your L‐ 408(when the‖ ash is dimmer
than the amblent‖ ght),uSe nash measurement wnh cOrd

ifthe shutter speed ls changed aler measurement,the measurementis

lost and the apenure is cleared io zero(0)

⑤

NOTES

measurement(see 6 6 of
17



Wi:λ器£::i:|::」 T98肝鮮悧霧」慇t躍需¶:l翻馳l雇

‖:1甜瘍 謙綿l咄P'淵
酬朧躙辟∫棚鶏塩e

士.コ

8.2 Data memory

in the single flash measurement mode,up to three measurements can be stored in

memory Memory storage is the same as for ambient‖ ghi measurement(see 6 5 ol

Page 12)

8.3 Cumulative measurement

① Flash measurement wnhoutcOrd

Select the■ (Flash measurement wlhout cord)

mode ugngthe mode sdedion bulon(←①)
② CumulaJve measurement
Selectthe lash cumulaJve measurement mode

udng he F/EV/MULTlbulon(← ② )
③ Shulerspeed setup
Setthe desired shutter speed using the UP/DOVVN

bulon(←③)

VVhen the‖ ash fires,the apenure value w‖ lappearonthe LCD panel The
cumulauve exposure of each measurement and the number offlashes also

appear

When a single mash“ 百ng ls measured鼈∫蝸∫l
lb tt」

Vヽhen four mash‖ rings are measured 饉`鵬′」で3

⑤ To cance Cumulauve mOde,lust press the F/EV/MULTl button To restan

metenng wnh new setup,press the F/EV/MULTi button

8.4 Contrast measurement

Contrasi measurement s the same as for ambientnghi measurement(See step 6 6 of

Page 13)

NOTE・
朧蹄轟i詳耕峰淵伽
and 1/400 sec appearin the display and
yOu can select a panicular shutter speed

④ Measurement

Pressthe measunng swnch The l□ mark

oontinues b‖nking and your L‐ 408 enters the

standby mode

」

Afterthis measurement,the l□ mark con‖ nues to b‖ nk and your L‐408

remainsin standby mode

The standby mode con‖ nues for approximately 90 seconds

IIドtl:鵠肌 酬 i鯉‖首∬‖よ::L辮柵 鯖
もdmmα

lfthe shutter speed is changed after measurement,the measurementis

bd and he exposuЮ もcЮtted b zeЮ  o)

Iξ杷:謝酬晰悧鳳問鯉‖辮悧:ξ」服‖舗
b

cord

No mash bulb measurementls supponed use the synchro cOrd
instead
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9.Other Meterino Operations

9。 l  Exposure index correction

Although your L‐ 408 has been ca‖ brated lo oxacting

standards,you can manua‖ y correctthe exposure index

within」 99EV

NOTES

9.2 Using yourL‐408 as ani‖ unlinance meter

☆ EV‐ to‐Lux oonversion table
O③

②

① HdddOWn heiSO bulon(①⇒)and press he
日EV/MUL¬ bulon(← ② )10 Change ds口 ay

Use he UP/DOWN bulon(←③)10r exposure
index correclon

Z mttkCO雨 nues un‖ he exposuЮ  hdex

correclon is canceled
口        【回 ■]

[Ψt]J」

The UP button increases the exposure index 0 1

瀧鳴偽鵬鵬麒 ξl濯|』i:}ぽ
b

exposure is increased)H01ding dOwn the button

continuously increases or decreases the

♀:懺‖:&11誌きuЮ hdex coredon ho同 down he UⅣDOWN bulonu雨lhe

exposure vJue reaches zeЮ  o)The z mak goesod

● Determine the exposure index values aller a sullicient number oftests
in actual photo9raphic condn10ns°
柵欄翻獅li驚柵欄欅鮮『肌S
measurement

to

一０
一
一

・一̈
′
一

ヽ
　

ヽ

Dispray exampref EV9 Jl

①

　

②

① UЫ ng hecOnvesbn
table

② Cabda‖ On
Bnghiness bvd(Lx) =25×2 EV

=25×294
=25× 724

=Approx 1800 Lx

9.3  Using yourL…403 as a luminance rneter

: 輪]llllll‖よI]|‖lilll‖||ll‖|lilill‖ lilldSeecl
☆ EV・ to‐cd/m2  conVersiOn  tab:e

②

③

Us ng the conversion

table

Calculalon

Luminance evel(cd/m2)  =0125× 2 EV

・ 0125×245
=0125×724

=Approx 90 cJm2

⊥

2 3 6 3 9
00 25 80 64Cl 1300

110 1800

5100 10000 20000 8203Э 160C10C 660000
14000 58000 120000■

り
　

‐
ョ

同
］

Ｊ

回

Ｊ月
Ｌ

■

'EV 0 6 11

100 20 64 26Cl 510
23

13 17 1 2つ |
,D 10〕Э 20Э 0 4100 160C10 33000 66000 262000 5240Cll

1 4CXl 29C10 5800 12000 23000 46000 900C10 190000 371D00

――      ゝ

Dispray examplef EV9ま 1
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10. Specifications

:‖ :::‖誂Peti‖ 1諮|∬総鳳:yfunttonttuttSphα edown
positlon)

。Renected‖ 9ht  Bu‖ tin viewnnder(wnh 5 degree spot meter〉 50 cm lo
un‖ mled metenng range

O Sllcon photo diode

●Ambient‖ ghL Apenure― pHonty metenng
Shuter speed plo百 w mete“ng

O日 ash 19ht  Wlh synchro cord

:躙牝訛
Ⅷ棚淵 留t正Ⅶ叩粗_

.需 !ll°
dl棚
le耐竃λ
'°

El:」

lllttf∫腱1。p On 01stp,

11. :nstructions and Maintenance Notes

鯉器♀T:L「
・
1鍮ξ出譜i錦計:1:品酬鋪1棉計鳳 h,° NEVER

剛
d damag ng lhe exposure m由 ,m drop 1 0r sublecl llo

倍斜1ぽ口ng he exposuЮ matt h phces d nghttmpeduЮ∝

棚 ,簡淵 柵 柵 楊FMttdm輛
鏡 cOnd帥釧 m酬

―J

CAUT10N
Type

L19ht‐ receiv ng method

Light receiving section

Lightrece v ng e ement

Metenng systems

Measuttng range

OS0 100)

Repeat accuracy

Ca‖ braton constant

D splay range

に
―
―
（ド
ー
ーｏ
ｌ
ｌ
」

MAINTENANCE NOTES

Relected‖ 9ht F20+0 5 stop to F90+0 9 stop(n01 Steps)

Ю l EV or ess
O lncident‖ ghi meteHn9i   C=340 oum sphere),C=250(Flat diruser

func‖ onttumtphere DOWN)

●Rettected‖ ghi metettng:   K=125
0 1SO llim speed):   31o8000(a11/3 SV)

●T(Shutter speed)
Amb ent‖gh1   30 minto l′ 8000 sec{n l seC Steps)p uS l′ 200 orl′ 400

1/S(frames/sec1 8,12,16.24,25,30,32,64,128

open ng ang e 180 degrees

l sec b lん 00 sec● 1lW)lus l″5,180,1つ 0,1カ 00,
l′200 or1/400

101o9091n01 Step)

°
I品
「
寵訛躍Ⅷly漁肥認器ItttW織』£llt評・
欄∬11‖∬彗lilli‖瀞盤i認戦鐵胤t餅
・幣』λ鶴踪獅範:∬晃:1:ifI借躙:,ボ:8tttl:胤艦:°

Sbn∝

purchased ifthis occurs

°

籠 :♀r誦 :廿瞥1:況1獄脳 錦『 ζttlli::°
切e“ve∞町 dean and

O ハヽ′ipe off din with a sOll or s‖icon cloth Never use solvent such as
thinner or benzlne

Flashi

O Aperlure:

01her d sP ay

三#財‖郡鞠盤邸押
.

●Daa memorylun山 o● 器|:昴 :需:品l憎 3鵠1騨辮:亀亀覆::1航 t
read n9s)can be stored in memory

O Cumulaive lunc‖ on:   Up lo 9 1ash readings can be accumulaled
0 0ut‐ of range metenng  'Eu・ (underexposure)or・ Ed'(overexposure)alarm

lndicat on

●Exposure index correcloni  出99 EV
●Battery check

Batteγ used     :貪せl品賜:型贔batew υM3dγ ,L‐ 6oLR o,15V
Operaung lemperature  ●-10・ C to+50℃
range

Slorage temperalure   ●-20・C to+60・ C
range

Dlmensions        O Approx 77Wx144H×41D mm
Weight          O Approx 180 g(wlhOui batery)
Standard accesso百 es   o sOft case,strap,synchro termina cap,AA battery

The specrica10ns and appearance ofthe L‐ 408 are sublecttO Change wnhOui nolce

due to lmprovement
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尋軍率

SEKONIC CORPORAT10N
7‐ 24‐ 14,0'um卜 Gakuen‐ cho,NeHma‐ku,Tokyo 178,」 apan

Phonc Tokyo(03)3978‐ 2335 Tdex:」 34376 SEKONIC
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